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	群馬パース病院のこれからの展望
	　　　地域の皆様や患者様、 　　　　　　 そのご家族様へ伝えたいこと
	　　樋口　１９７７ 年、群馬県で４番目となる特別養護老人ホームを開設した私は、入居者の病状が日々変化し、多くの方が入院を必要とする現実に向き合いました。 　深夜、私の手を握ったまま旅立たれた入居者との別れをきっかけに、「付き添いのいらない、安心して過ごせる病院をつくりたい」と強く思い、翌１９７８年にほたか病院（現・群馬パース病院）を開設しました。その後、医療人材の不足を痛感し、医療・福祉の専門職を育てる場として、２００５年に群馬パース大学を開校しました。
	群馬パース病院の創設者として、 理念やグループの歩みについて教えてください。
	　　田村　私は前年まで群馬パース病院副院長を務めていましたが、この４月から医療法人社団ほたか会理事長と群馬パース病院長を務めることになりました。 　樋口総長とは群馬大学附属病院時代からご一緒する機会があり、パースグループへの深い思いや先を見通す力に触れてきました。これからは、これまでのトップダウン型の運営に加えて、現場の声を大切にし、みんなで課題を見つけて解決していく文化を育てていきたいと考えています。職員が主体的に医療安全などに取り組むことで職場がより良くなり、その力が地域にも広がっていくはずです。新しい時代の病院づくりを、職員の皆さんと一緒に進めていきたいと思っています。
	２０２６ 年度より新理事長、病院長就任にあたっての抱負を教えてください。
	　　樋口　人生の最期を当院の理念にある通り「美しく、健やかに、元気で老いる」を迎えられるようにするためには、医療の質がとても大切だと感じています。群馬大学附属病院の病院長を務められた田村先生を当院の理事長・病院長としてお迎えし、大学で培われた経験や、国立大学病院では難しい取り組みを民間ならではの形で発揮していただくことで、医療の質はさらに高まると期待しています。将来的には、群馬パース大学と群馬パース病院が一つの力として結びつくことが、より良い形になるのではないかと考えています。
	大学と病院の連携強化を今後どのように進めていくのか教えてください。

	新理事長 病院長の

	新たな挑戦
	群馬パース病院
	群馬パース大学
	　　田村　これから看護師やリハビリの専門職などを目指す人たちが、安心して学べる環境を整えることはとても大切だと感じています。シミュレーターを使った学習は実践に近く、人で練習できない技術を身につけるうえで欠かせません。また、実習生がゆっくり休み、勉強できる場所を用意することも重要です。医療系大学を持つ当院だからこそ、未来の医療人を育てる場を整えることは大きな社会的役割だと思っています。
	　　樋口　２年前にカナダのマギル大学を訪れた際、地下にある大規模なシミュレーションルームを視察しました。そこには、数千万円の医療用モデル人形が並び、注射をするとフランス語で反応する様子に大きな衝撃を受けました。現在でいう生成 の原型のような仕組みがすでに導入されていたのです。私たちも将来のシミュレーションセンター設立を見据え、受付や外来の流れを再現し、医師や薬剤師、看護師なども交えて議論できるカンファレンスルームなど、病院内に「学びの場」を整えていきたいと考えています。
	将来構想として、病院内に大学のシュミレーションセンターを作る計画があるとお聞きしました。その意義はなんでしょうか？
	　　田村　私も、「美しく健やかに老いる最高の人生」を追求できる病院でありたいと考えています。全体の雰囲気を高め、皆で成長することでその理念をさらに磨き、最期の時を群馬パース病院で迎えたいと思ってもらえる場所を目指します。
	　　樋口　人生には限りがあります。私は、群馬パース病院が「美しく健やかに老いる最高の人生」を最期まで支えられる場所であってほしいと願っています。その思いを実現するため、パースグループ総長として、また群馬パース大学の理事長として田村先生を支え、共に新しい形の病院づくりを進めていきたいと考えています。患者さんが安心して過ごせる環境を、これからも大切に育てていきます。
	これからのの群馬パース病院の展望を教えてください。
	医療法人社団ほたか会 群馬パース病院


	2026年度 新任医師紹介
	介護老人保健施設武尊荘施設長就任のご挨拶
	　2016年より群馬パース病院長を務めてまいりましたが、2026年4月より、牛島前施設長の後を引き継ぎ介護老人保健施設武尊荘の施設長に就任いたしました。 　当施設は病院と同一建物内にあるという、他にはない大きな強みを持っています。入所者様は多くの疾患を抱えており、時には急激な体調変化も予測されます。こうした際、いかに迅速に医療へ繋げられるかが、入所者様の命と生活を守る鍵となります。 　これまでの病院長としての経験を活かし、職員の皆様と「早期発見・即応」の意識を共有し、病院との密な連携を徹底してまいります。ご家族との共通理解を深め、誰もが心から安心して過ごせる環境を整える所存です。初めての現場となりますが、医療と介護の強固な架け橋となれるよう尽力いたします。何卒よろしくお願い申し上げます。
	介護老人保健施設武尊荘 施設長　國元　文生
	齋藤　悠　医師
	齋藤　従道　医師
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